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第５回吉賀町長杯グラウンドゴルフ大会

　町内のグラウンドゴルフ愛好家８２名が参加し盛大に開催されました。能美辰行さんが８ホール全てを２打で回るニコ

ニコ賞という珍しい記録を達成し、初優勝を飾りました。

　吉賀町には蔵木と大野原に日本グラウンドゴルフ協会の認定コースがあり、道具の貸出しもしていますので、興味のあ

る方は各グラウンドゴルフ場にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔵木グラウンドゴルフ場　　☎０８５６-７７-０６３３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野原グラウンドゴルフ場　☎０８５６-７９-２３３０）

第５回吉賀町長杯グラウンドゴルフ大会結果

　優　勝　能美　辰行　さん　　７１打　（ホ－ルインワン　２回）

　準優勝　三宅　眞智子さん　　７３打　（ホ－ルインワン　２回）

　第３位　河野　卓雄　さん　　７４打　（ホ－ルインワン　３回）

イクボス宣言を実施しました！

　イクボス宣言とは、部下のキャリアや私生活を応援し、組織の目標を達成させながら自ら

の生活も満喫させるため、ボス（管理職・経営者）が宣言を行うことです。島根県内でも続々

とイクボス宣言を行っている企業が増えており、島根県が実施しているしまねイクボスネッ

トワークへの加入も増加傾向にあります。

　吉賀町役場では、６月より管理職となった税務住民課長がイクボス宣言を行いました。

イクボスの“育”は

◎部下を育てる　　　◎組織を育てる　　　◎社会を育てる
税務住民課長

落合　亘

社会を明るくする運動募金　"愛の図書 "寄贈運動趣意書

　「更生保護女性会」は、女性の立場から犯罪や非行をした人の立ち直りを助け、安全で安心な地域をつくる活動を行っ

ている女性ボランティア団体です。７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。私達はこの運動の一環として、毎年

住民の皆様より愛情のこもったお気持ちを受け、これを図書の購入費として、県内の社会復帰施設、児童相談所、更生保

護施設及び吉賀町内の小中学校、保育所に贈っています。

　昨年令和７年度も頂いた募金より、県内各施設、町内

１２箇所の学校、保育所に新しい図書の購入費として贈ら

せて頂きました。心よりお礼申し上げます。

　今年度もこの趣旨をご理解頂き、ご協力下さいますよう

お願い申し上げます。

　　　　　　鹿足地区更生保護女性会(吉賀町連合婦人会)
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有機農業塾がスタートしました

　今年度第１回目となる有機農業塾を開催し、講師には、よしわ有機農

園農場長の福田裕充先生をお迎えし、町内の生産者や新規就農予定者など

１２名が参加しました。当日は、土地の特性に応じた土づくりや太陽熱消

毒のポイント、マルチの使い分けなどについて学びました。後半には、参

加者からの質問に対して福田先生から個別にアドバイスをいただくととも

に、参加者同士による情報交換も活発に行われました。次回はえひめＡＩ

と光合成細菌づくりを行う予定です。

棚田オーナーによる田植えが行われました

　オーナーは島根県内をはじめ広島や京都ほか各地から早朝より参加さ

れ、ご友人を連れていらしたりコロナ禍以降の再会であったり思い思いに

過ごす大井谷での春の一日となりました。また、柿木小学校の５年生も

２６日（火）に田植えを、そして１９日（火）には県の専門家による棚田

学習が行われクラスより鋭い質問がとぶなど熱心に学んでいたようです。

　今年度は９組のオーナーが登録しており、来月は草取り、秋には稲刈り

をおこなう予定です。美味しい棚田米になるよう願っています。

新嘗祭献穀御田植式を開催しました

　５月９日、立河内の献穀田において新嘗祭献穀御田植式が執り行われました。当日は、五月晴れのもと丸山達也県知事

をはじめ、地域住民など多くの関係者が出席しました。式典では、神事の後、地元高校生・中学生らによる早乙女が色鮮

やかな衣装に身を包み、苗を丁寧に植え付けました。

　献穀田を管理する農事組合法人立河内絆の神手勇治さんは「新嘗祭に献上するお米にふさわしいものとなるよう、安全・

安心で心を込めた米づくりに努めたい」と話していました。

　新嘗祭献穀事業は、皇室に献上する米を栽培

する伝統ある事業であり、島根県代表として吉

賀町が引き受けるのは、平成１０年に旧柿木村

が担当して以来、２８年振りとなります。今後

は９月に御抜穂祭を執り行った後、献穀米の収

穫を行い、一粒一粒を丁寧に選別し、１０月に

皇室で行われる新嘗祭献穀式において一升を献

納する予定です。

第４８回島根県ユースサッカーＵ１２交歓優勝大会

益田支部予選突破　島根県大会へ出場

　当日は益田管内から８チームが参加し、予選リーグを１位で通過し、決勝ではＰＳＶ益田と対戦しましたが、惜しくも

敗退しました。しかしながら、県大会の切符をつかむことができ、益田地域を代表して県大会でも鹿足ＳＳらしさを発揮

して、頑張りたいと思います。
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ＪＦＡバーモントカップ第３６回全日本Ｕ１２フットサル選手権

益田支部予選突破　島根県大会へ出場

　当日は益田管内から９チームが参加し、上位２チームが県大会に

出場する権利を有するなか、１勝１敗、２位で通過し、見事県大会

出場を決めました。鹿足ＳＳ選手は全力でゴールを目指し、体を張っ

て守り、両チームとも健闘しました。

　高いレベルの相手チームと戦い、技術向上、上位大会を目指しな

がら、人間性やコミュニケーションなど、サッカーを通じて選手の

育成を進めていきたいと思います。

紫逅倶楽部・第３３回全国クラブ選手権島根県大会

島根県代表決定

　チームの特徴である走力を活かしたサッカーで圧倒し、

チーム初となる中国大会進出を掴み取ることができました。

　この結果により、島根県代表となり６月２７～２８日に

山口県で開催される中国大会に出場し、全国大会進出を目

指します。

国民スポーツ大会（国体）島根県大会・成年の部

　ふるさと選手登録した岩本晋之介さん（六日市中学卒・九州電力）と

加藤那菜さん（吉賀高校卒・園田学園大学２年）が出場しました。　男

子は３試合全勝し１位で島根県代表（３年連続４回目の成年代表）にな

りました。女子は細木プロには負けましたが２位になり島根県代表（２

年連続成年代表）になりました。成年の部は、この後中国ブロック大会（ミ

ニ国体）で上位にならなければ本大会（青森大会）に出場することがで

きません。男女とも青森本大会に行けるよう頑張ります。

関西オープンテニス選手権　男女単優勝

　日本テニス協会公認大会第１０２回関西オープンテニス選手権が開催さ

れ、実業団・九州電力にこの春から進んだ岩本晋之介さん（六中卒）と園

田学園大２年の加藤那菜さん（吉賀高卒）が出場しました。

　岩本さんは第２シードとして順当に勝ち上がり、６度目の優勝をしまし

た。加藤さんは初の決勝戦に進み、７- ５. ６- ４のスコアで勝利し初優勝

し西日本選手権のＷＣも獲得しました。男女とも吉賀町出身者のアベック

優勝という快挙を成し遂げました。
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行政書士　村本靜江さんに褒章の栄

　この度、村本靜江さんが、行政書士業功労で黄綬褒章を受章

され、令和８年５月２２日、岩本町長が祝意を伝えられました。

黄綬褒章とは、農業、商業、工業等の業務に精励し、他の模範

となるような技術や事績を有する方に贈られる褒章の一つです。

　村本さんは、平成１０年から行政書士業に就かれており、島

根県行政書士会の副会長や理事も長年務められるなどの功績が

褒章の栄誉として認められたものです。

元島根県警部補　水上健二さんに叙勲の栄

　この度、水上健二さんが、警察功労で瑞宝単光章を受章され、

令和８年６月２日、岩本町長が祝意を伝えられました。瑞宝単

光章とは、長年にわたり公務や公共の業務に励み、功労を積み

重ねた方に贈られる勲章の一つです。

　水上さんは、昭和４５年から平成２３年までの４１年間にわ

たり、警察業務に従事され、島根県警部補も務められるなど、

地域の安全・安心のために尽力された功績が叙勲の栄誉として

認められたものです。

元蔵木郵便局長　藤根福幸さんに叙勲の栄

　この度、藤根福幸さんが、瑞宝双光章を受章され、令和８年

５月１８日、蔵木郵便局長、六日市郵便局長から勲記と勲章が

伝達され、その席上で岩本町長からも祝意を伝えられました。

瑞宝双光章とは、公務等に長年にわたり従事し、顕著な功績を

挙げられた方に贈られる勲章の一つです。

　藤根さんは、昭和３６年から平成８年まで蔵木郵便局に在職

され、平成元年からは郵便局長を務められ、その功績が叙勲の

栄誉として認められたものです。

島根県中学生テニス優勝

　全国中学生テニス選手権島根県予選大会（全中島根）が開催され、六日市中学校から

２名出場しました。

　女子シングルスでは第１シードの河口菜々美さん（３年）と第２シードの河口依鈴さ

ん（１年）が順当に勝ち上がり、２人の決勝戦になりました。姉の菜々美さんが勝利し

優勝し、六中が１位２位独占しました。

トピックス
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保健だより
健康・食育・予防

吉賀町では、毎年６月末から冬季にかけて、特定健診やがん検診を行っています。

健康づくりに欠かせない習慣として年に一度は健康診断を必ず受けましょう！

健康診断の詳細につきましては、保健福祉課へお問い合わせください。

【実施期間】令和８年７月１日（水）～９月３０日（水）

【実施医療機関】

小笠原医院 ７９－２０１２

栗栖医院 ７９－２００６

松浦内科胃腸科 ７７－０１１１

よしか病院 ７３－７５７５

町外の医療機関でも特定健診の受診は出来ます。

ご希望の方はご相談ください。

今年度より和﨑医院でも特定健診と胸部レントゲンが受診できるようにな

りました。

【対象者】

　①４０～７４歳の国民健康保険加入者

　②７５歳以上の方で、生活習慣病の治療の一環で、病院又は診療所において、健診の検査項目と同様の検査を定期的に

　　受けていない人（詳しくは保健福祉課へお問い合わせください）

　③４０歳未満の方で職場で受診できる機会がない方はぜひ町の健診をご受診ください。

【受診方法】

　・医療機関に、必ず事前予約をしてください。

　・特定健診と合わせて、胸部レントゲン、前立腺がん検査、大腸がん検診の受診を希望される場合は、予約の際に医療

　　機関にお伝えください。

【健診に関する問合せ先】保健福祉課　☎７７‐１１６５

【協会けんぽ加入の被扶養者の皆さまが受診できる健診】

　○４０歳～７４歳の被扶養者の皆さまが受診できる健診は、協会けんぽの特定健康診査です。

　○協会けんぽの特定健康診査は協会けんぽから費用補助があります。

　○健診のお申込みは、ご希望の健診機関に直接予約をお願いします。受診の際には「受診券」と「マイナ保険証」等が

　　必要です。※受診券は４月にご自宅にお送りしています。

　○健診実施機関や受診方法は、協会けんぽ島根支部ホームページからご確認いただけます。

【問合せ先】全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部　保健グループ　☎０８５２‐５９‐５１３９

熱中症予防について

　「熱中症」は、高温な環境下で、発汗による体温調節機能等がうまく働かなくなり、体内に熱がこもることによって様々

な症状がみられる状況を指します。屋外だけでなく、室内で何もしていないときでも発症し、場合によっては命に関わる

こともあります。

　熱中症は５月頃から増え始め、梅雨明け後の７～８月に多発します。特に５～６月は体が暑さに慣れていなかったり、

急に気温や湿度が上がることがあり熱中症が起こりすいので要注意です。熱中症予防には、「水分補給」と「暑さを避け

ること」が重要です。また、熱中症は誰にでも起こりますが、熱中症患者の半数以上は高齢者（６５歳以上）であるため、

特に高齢者の方は注意が必要です。

　＜熱中症予防のポイント＞

　　　●のどが渇かなくても、こまめに水分・塩分を補給しましょう

　　　●部屋の温度や暑さ指数を確認しましょう

　　　●エアコンや扇風機を活用し、涼しい環境で過ごしましょう

　　　●屋外への外出はなるべく短時間にし、暑い時間を避けましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考 /島根県健康福祉部　健康推進課作成リーフレット
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保健だより
健康・食育・予防

吉賀町食生活改善推進協議会総会開催

　食改さんは、“私たちの健康は、私たちの手で”をスローガンに食を通した健康づくりのボランティアとして活動をす

すめる全国的な組織です。吉賀町食生活改善推進協議会の主な取り組み内容は、食育活動の推進・うす味の普及・野菜料

理を今より一皿増やす・食文化の伝承・地産地消の推進・高齢者の低栄養予防・全世代の禁煙の推進・運動習慣の定着・

がん検診の受診のすすめなどです。ピンクのエプロンとＴシャツが目印です。

　七日市班の吉川幸枝さんが吉賀町食生活改善推進協議会で初めて名誉会員賞

を受賞されました。名誉会員賞は、長年にわたり食生活改善推進員として地域

の健康づくりや食育活動に尽力され、９０歳を超えてなお会員として活動を続

けておられる方にこれまでの多大なご功績に感謝と敬意を表し、贈られる表彰

です。

　当日受賞された吉川さんは「今まで続けてこられたのは周りの皆さんの支え

があってこそです。これからもお手伝いさせていただければと思います。」と感

謝の言葉を伝えられていました。

　いつもお元気で、明るく温かく地域の健康の輪を広げてこられたその功績は、

多くの食改員の励みになっています。

　今年度も各地区での教室や訪問、イベントなどでお会い

しますが、この活動にご理解いただき、一緒に楽しく健康

なまちづくりを目指しましょう。また一緒に活動してくだ

さる会員の方も随時募集しておりますのでお近くの地域の

食改さんや役場の保健師、栄養士までお声がけください。

よしか健康ダイヤル２４

通話料・相談料 ＜無料＞　０１２０‐１２０‐０８０

吉賀町食生活改善推進協議会初の名誉会員賞を頂きました！
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保健だより
健康・食育・予防

子どもとお母さんの健康

≪妊婦・乳幼児健康相談≫

　日時・会場：７月１４日（火）１０：００～１１：３０

　　　　　　　かきのき保育所

　　　　　　　７月２８日（火）１０：００～１１：３０

　　　　　　　吉賀町保健センター

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪きらきら広場≫　※要予約

　日時・会場：７月９日（木）１０：００～１１：２０

　　　　　　　（午後～育児相談）　吉賀町保健センター

　内　　　容：幼児と保護者を対象に、ふれあい遊び、

　　　　　　　製作遊び、子育て相談などを実施します。

　　　　　　　参加希望の方は７月６日（月）までに

　　　　　　　お申し込みください。

　問　合　せ：役場保健福祉課

≪幼児健診≫

　日時・会場：７月２８日（火）１３：００～

　　　　　　　吉賀町保健センター

　対　象　児：１歳６か月児

　　　　　　　　（令和６年１２月～令和７年１月生）

　　　　　　　２歳児（令和６年２～３月生）

　　　　　　　３歳児（令和５年２～３月生）

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

大人の健康

≪集団健診≫　※要予約

　日　　程：６月２４日（水）七日市公民館

　　　　　　６月２５日（木）午前：七日市公民館

　　　　　　　　　　　　　　午後：吉賀町ふれあい会館

　　　　　　６月３０日（火）　吉賀町ふれあい会館

　　　　　　７月　１日（水）　蔵木小学校体育館

　　　　　　７月　２日（木）　朝倉公民館

　　　　　　７月　７日（火）　六日市基幹集落センター

　　　　　　７月　８日（水）　六日市基幹集落センター

　受付時間：お一人ずつ予約日時が異なります。

　　　　　　詳しくは個別にご案内します。

　実施内容：特定健康診査、胃がん検診、大腸がん検診、

　　　　　　前立腺がん検査、肝炎ウイルス検査、

　　　　　　歯周病唾液検査

　実 施  内 容：特定健康診査

　【オプション検査】

　胸部Ｘ線検査、大腸がん検診、前立腺がん検査

　※和﨑医院のオプション検査は、胸部レントゲン検査の

　　みになります。

　持　 参　 物：加入保険の資格が確認できるもの、

　　　　　　　　特定健康診査受診券、質問票、自己負担金、

　　　　　　　　検体等

　そ　 の 　他：受診する医療機関への事前予約が必要。

　　　　　　　　前述の医療機関以外での受診を希望され

　　　　　　　　る場合は、保健福祉課へご相談ください

≪断酒会鹿足例会≫

　日　時：７月２２日（水）１９：００～２１：００

　会　場：吉賀町保健センター

　内　容：お酒をやめ続けるための会です。

　　　　　お気軽にご参加ください

　問合せ：役場保健福祉課

　料　　金：受診する健診内容により異なります。

　　　　　　詳しくはお問合せください。

　持 参 物：加入保険の資格が確認できるもの、

　　　　　　特定健康診査受診券、質問票、自己負担金

　　　　　　検体（大腸がん検診・歯周病唾液検査を受診

　　　　　　の方）等

≪医療機関での健康診査≫

　日　　　　程：７月１日（水）～９月３０日（水）

　実施医療機関：小笠原医院（☎７９－２０１２）

　　　　　　　　栗栖医院（☎７９－２００６）

　　　　　　　　松浦内科胃腸科（☎７７－０１１１）

　　　　　　　　よしか病院（☎７３－７５７５）

　　　　　　　　和﨑医院（☎７２－００２５）

　対　　　　象：①国民健康保険加入者

　　　　　　　　②後期高齢者医療被保険者で、生活習慣

　　　　　　　　　病の一環で、病院又は診療所において、

　　　　　　　　　健診の検査項目と同様の検査を定期的

　　　　　　　　　に受けていない人

　　　　　　　　③４０歳未満の方

　　　　　　　　④生活保護受給者の方
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≪結核・肺がん検診≫

　対　　象：４０歳以上の吉賀町民（予約不要）

　検査方法：胸部Ｘ線検査

　料　　金：無料

　日　　程：ご都合の良い会場にお越しください。

月　　日 時　　間 地　　区 会　　場

７月１４日（火）

　９：００～　９：１５ 下 ヶ 原 下ヶ原バス停

　９：２０～　９：３０ 原　　手 原手バス停

　９：４５～１０：１５ 白　　谷 白谷橋

１０：３０～１０：４５ 大 井 谷 ループ橋手前

１１：０５～１１：３５ 柿　　木 分遣所前

１３：1０～１３：２０ 伊 豆 原 伊豆原バス停

１３：３０～１３：４５ 本　　郷 福川自治会館

１３：５５～１４：０５ 菅　　原 斉藤治氏宅付近

１４：１５～１４：２５ 椛　　谷 椛谷集会所

１４：４５～１４：５５ 黒　　渕 黒渕停留所前

１５：３５～１６：０５ 柿　　木 柿木運送前

７月１５日（水）

　９：００～　９：２０ 柿　　木 ふれあい会館前

　９：４０～　９：５５ 上 木 部 上木部集会所

１０：０５～１０：１５ 中　　村 寺の谷バス停付近

１０：２５～１０：５０ 向　　津 松の湯入り口付近

１１：００～１１：１０ 殿　　明 殿明集会所前

１１：２０～１１：５０ 真　　田 田丸集会所

１３：００～１３：３０ 抜　　月 河内集会所

１３：５０～１４：０５ 上 高 尻 常国氏宅前

１４：１５～１４：３０ 下 高 尻 下高尻集会所

１４：４０～１４：５５ 七 日 市 七日市奥集会所

１５：１０～１６：００ 七 日 市 七日市公民館

７月２７日（月）

　９：００～　９：３０ 有　　飯 吉賀町コウヤマキギャラリー

　９：４５～１０：００ 九 郎 原 九郎原集会所

１０：１５～１０：３５ 蔵　　木 蔵木集会所

１０：５０～１１：２０ 樋　　口 蔵木小学校体育館前

１３：００～１３：１５ 田 野 原 田野原集会所

１３：２５～１３：３５ 星　　坂 星坂集会所

１３：４５～１４：００ 初見・新田 初見集会所

１４：２０～１４：３０ 金 山 谷 札　場

１４：４５～１４：５５ 河　　津 河津集会所

７月２８日（火）

　９：００～　９：３０ 注 連 川 仲の原集会所

　９：４０～１０：１０ 朝　　倉 朝倉公民館

１０：２０～１０：３５ 蓼　　野 安部氏宅前

１０：５５～１１：２５ 立　　戸 立戸集会所

１３：００～１３：３０ 広　　石 広石上集会所

１３：４５～１４：１５ 沢　　田 沢田中停留所付近

７月２９日（水）

　９：００～　９：２０ 幸　　地 幸地集会所

　９：３５～１０：００ 立 河 内 立河内集会所

１０：１５～１１：３０ 六 日 市 吉賀町保健センター

７月３１日（金）

【リフト車配備】
　９：００～　９：３０ 六 日 市 銀杏寮（正面玄関付近）

保健だより
健康・食育・予防
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受診に際してのお願い

　①服装について

　　・できるだけ着替えの不要な服装でご来場ください。

　　・金具・ボタン・ネックレスは、事前に外してください。

　　・Ｔシャツ着用の場合は、無地のものにしてください。

　②検診票について

　　・４０歳以上の国民健康保険加入者、後期高齢者医療

　　　保険加入者へは、７月上旬に個別送付します。

　　　記入して、受診時にご持参ください。

　　・検診票が届かなかった方も、ご希望の方はご受診い

　　　ただけます。

　　　検診票は当日に受付でお渡しいたします。

　③リフト付き検診車について

　　・７月３１日は、リフト付き検診車を配備します。検

　　　診車への乗降をリフトでサポートしたり、座った状

　　　態での撮影も可能です。検診車への乗降に少し不安

　　　がある方（車椅子や歩行器の方など）は、ぜひこの

　　　日を利用してご受診ください。

介護予防教室

≪からだ爽快教室≫

　日時・会場：７月１０日（金）１３：３０～１５：００

　　　　　　　吉賀町福祉センター

　内　　　容：音楽療法

≪骨折転倒予防≫

　日時・会場：７月１７日（金）　１３：３０～１５：００

　　　　　　　柿木公民館

　内　　　容：家でできる体操の指導など

≪脳活倶楽部≫

　日時・会場：７月２４日（金）１３：３０～１５：３０

　　　　　　　七日市公民館

　内　　　容：脳トレ、レクリエーション、ｅスポーツ等

≪ストレッチ教室≫

　時　間：１０：００～１１：００

　内　容：ゴムバンドを使ったストレッチ、トレーニング

　持参物：ストレッチマット、ストレッチバンドなど

７月の日にち・会場 送迎予約〆切日

　３日（金）柿木公民館 ６月３０日（火）

１４日（火）吉賀町保健センター ７月　９日（木）

２３日（木）蔵木公民館 ７月１７日（金）

３１日（金）七日市公民館 ７月２８日（火）

保健だより
健康・食育・予防

≪松ヶ丘病院通院送迎バス≫（３日前までに予約必要）

　７月の運行日：２日（木）　６日（月）　１６日（木）

　　　　　　　　２１日（火）　３０日（木）

行き

　８時３０分　発 六日市庁舎

　８時５０分 七日市駅

　９時０５分 柿木庁舎

１０時００分　着 病院

帰り

１１時３０分　発 病院

１２時４０分 柿木庁舎

１２時５０分 七日市駅

１３時００分　着 六日市庁舎

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

≪テーミル運動教室≫

　会　場：吉賀町福祉センター

　講　師：小川恵子さん

　実施日：７月２日、９日、１６日、３０日

　　　　　１３：３０～１５：００

　会　費：会員月１，０００円、準会員１回５００円

　持ち物：飲みもの、室内運動靴、タオル、バスタオルを

　　　　　持参してください。

　内　容：筋力アップ、運動不足解消に、ぜひご参加くだ

　　　　　さい。

　申込み：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪ひきこもり相談≫※要予約

　日時：７月２１日（火）

　内容：個別相談に応じます。

　予約：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　☎７７‐１５５２（７月１６日（木）まで）

≪障がい者就労相談会≫（エスポア）

　日時：７月１６日（木）吉賀町保健センター

　内容：専門の相談員が相談に応じます

　予約：益田障がい者就労生活支援センター

　　　　　☎０８５６‐２３‐７２１８

　　　　　　（７月１３日（月）まで）
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保健だより
健康・食育・予防

その他

≪特定医療費（指定難病）受給者証の更新手続きに係る出張受付≫

　以下の日程で「特定医療費（指定難病）受給者証の更新手続きに係る出張受付」を行います。

　予約は不要、当日必要書類をご準備の上、会場へお越しください。

　　日時・場所：７月１４日（火）

　　　　　　　　　　９：３０～１１：００　柿木庁舎　１階相談室

　　　　　　　　　１３：００～１５：００　本庁舎　　１階相談室

　　対　象　者：特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの方

　　問　合　せ：益田保健所　☎０８５６‐３１‐９５４８

≪難病専門相談（膠原病内科）のお知らせ≫

　身体の不調（原因不明の発熱、関節や筋肉の痛みやこわばり等）が引き続き受診しても原因がわからずつらい、難病（関

　節リウマチ、全身性エリテマトーデス、強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎等）と診断されているが療養生活をどうした

　らよいか等、患者さんやご家族の方を対象に専門医による相談日を無料で開設します

　　日　　時：令和８年８月６日（木）　１３：３０～１６：３０

　　場　　所：益田保健所　応接室（益田市昭和町１３-１）

　　内　　容：膠原病・リウマチ内科医　本田学先生（島根大学医学部付属病院）によるオンライン個別・専門相談

　　対 象 者：難病患者さんやご家族

　　相談方法：予約制とします。

　　　　　　　相談は益田保健所と島根大学医学部付属病院をオンラインで繋ぎ、相談を行います。

　　　　　　　７月２４日（金）までに下記の連絡先まで電話でお申し込みください

　　連 絡 先：益田保健所　医事難病支援課　☎０８５６－３１－９５４３

≪難病患者就労相談会のお知らせ≫

　しまね難病相談支援センターでは、「難病により今まで通り働くのが難しくなった ･･･」「難病と診断されて仕事を続け

　られるかどうか不安 ･･･」「病気のため離職したが、新たな就職先を見つけたい」など就労に関するさまざまな悩みにつ

　いて、患者さんやご家族の方、その他難病患者さんを雇用している雇用主等の関係者を対象に、難病に関する知識を持

　つハローワーク専門職員よる相談をお受けしています。

　　日　　時：令和８年８月５日（水）　１０：３０～１５：００（お一人の相談時間は４５分程度です）

　　場　　所：益田保健所　応接室（益田市昭和町１３-１）

　　内　　容：ハローワーク専門職員による個別相談

　　対 象 者：難病患者さんやご家族、その他難病患者さんを雇用している雇用主等の関係者

　　相談方法：予約制とします。

　　　　　　　令和８年７月３０日（木）までに下記連絡先（しまね難病相談支援センター）へメールまたは

　　　　　　　電話にてお申込みください。

　　連 絡 先：しまね難病相談支援センター

　　　　　　　メール：shimane-nanbyou@hsc-shimane.jp

　　　　　　　ＴＥＬ：０８５３‐２４‐８５１０

　　　　　　　※メールで申し込む際は件名を「就労相談申込み」とし、

　　　　　　　　本文に、①氏名、②住所、③昼間に連絡が取れる電話番号を必ず記載してください
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１　はとのゆ休館日

集団健診

２

集団健診

松ヶ丘病院通院バス運行日

３

はじめの一歩

ストレッチ教室

４

８　はとのゆ休館日

集団健診

９

手話通訳者設置日

きらきら広場

１０

行政相談所等開設日

からだ爽快教室

１１

１５　はとのゆ休館日

結核・肺がん検診

１６

松ヶ丘病院通院バス運行日

障がい者就労相談会

１７

特設人権相談所

骨折転倒予防教室

１８

２２　はとのゆ休館日

断酒会

２３

手話通訳者設置日

ストレッチ教室

２４

脳活倶楽部

２５

２９　はとのゆ休館日

結核・肺がん検診

３０

松ヶ丘病院通院バス運行日

３１　はとのゆ休館日

　　（柿の里は通常営業）

結核・肺がん検診

ストレッチ教室

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

朝倉・七日市⇒カ・容
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朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

７月３１日（金）

〈口座振替の方〉

７月２８日（火）

〈７月納付対象科目〉

固定資産税（２期）

水道料金

下水道使用料

集落排水処理施設使用料

　　　　　（５・６月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

５ ６

松ヶ丘病院通院バス運行日

７

集団健診

１２ １３ １４

妊婦・乳幼児健康相談

結核・肺がん検診

ストレッチ教室

特定医療費受給者証出張受付

１９ ２０　海の日

日

２１

松ヶ丘病院通院バス運行日

ひきこもり相談

２６ ２７

結核・肺がん検診

健診結果報告会

２８

妊婦・乳幼児健康相談

幼児健診

結核・肺がん検診

２０２６年（令和８年）

　　７月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒カ・容

朝倉・七日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商
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私
は
、
地
元
六
日
市
中
学
校
を
卒
業
後
、

吉
賀
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

３
年
間
、
立
河
内
の
自
宅
か
ら
約
９
km
の

道
程
を
自
転
車
で
通
学
し
ま
し
た
。
自
宅

を
毎
朝
７
時
30
分
頃
に
出
発
し
、
数
人
の

友
達
と
合
流
し
学
校
へ
、
そ
し
て
授
業
後

は
部
活
動
を
し
て
夕
刻
か
ら
帰
宅
、
こ
ん

な
毎
日
で
し
た
。

　

学
校
内
で
の
生
活
は
勿
論
、
通
学
帰
宅

途
上
で
の
友
達
と
の
何
気
な
い
お
喋
り
も

楽
し
い
も
の
で
し
た
。
た
だ
、
お
喋
り
の

出
来
な
い
時
と
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、帰
宅
途
中
に
あ
る
「
坂
折
の
坂
」(

朝

倉)

で
す
。
皆
さ
ん
も
良
く
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
七
日
市
か
ら
坂
折
隧
道
ま

で
に
あ
る
坂
で
す
。
今
で
こ
そ
自
歩
道
や

登
坂
車
線
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
が
通
学
す
る
時
代
は
、
ま
た
ま
だ
未

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

Vol.98

岩本一巳

「
坂
折
の
坂
」

改
良
状
態
で
急
勾
配
の
狭
隘
な
道
路
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
部
活
動

を
終
え
て
疲
労
困
憊
の
状
態
で
こ
の
坂
に
立

ち
向
か
う
訳
で
す
か
ら
、
並
大
抵
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
然
的
に
一
心
不
乱
に
ペ

ダ
ル
を
こ
ぎ
、
一
機
に
隧
道
ま
で
駆
け
上
が

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
僅
か

数
分
で
す
が
、
と
て
も
辛
く
て
お
喋
り
す
る

こ
と
は
到
底
出
来
ま
せ
ん
。
で
も
一
度
も
自

転
車
を
止
め
る
事
無
く
、
隧
道
ま
で
駆
け
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
先
般
、
そ
ん
な
若
か
り

し
頃
の
ひ
と
コ
マ
を
思
い
出
す
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

去
る
５
月
２
日(

土)

益
田
地
区
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
主
催
で
開
催
さ
れ
た
第
２

回
高
津
川
地
域
交
流
ラ
イ
ド
で
の
こ
と
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
一
の
清
流
と
し
て

名
高
い
高
津
川
を
益
田
市
の
河
口
付
近
か
ら

津
和
野
町
を
経
由
し
て
、
吉
賀
町
田
野
原
の

水
源
地
「
大
蛇
ヶ
池
」
ま
で
走
破
す
る
コ
ー

ス
と
こ
の
コ
ー
ス
を
往
復
す
る
も
の
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
転
車
で
流
域
周
辺
地

域
を
巡
り
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
景
色
と
参
加

者
と
の
交
流
を
深
め
る
年
一
回
開
催
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
回
は
、
特
に
、
益
田
圏
域
三

市
町(

益
田
市
・
津
和
野
町
・
吉
賀
町)

の

市
長
・
町
長
が
揃
っ
て
参
加
す
る
こ
と
と
な

り
、
私
も
約
30
年
ぶ
り
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に

跨
り
、
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
ま
し
た
。
私

が
担
当
す
る
区
間
は
、「
道
の
駅
か
き
の
き
む

ら
」
か
ら
「
大
蛇
ヶ
池
」
ま
で
の
約
24
㎞
で

し
た
。
そ
の
コ
ー
ス
途
中
、
あ
の
「
坂
折
の

坂
」
に
差
し
掛
か
っ
た
時
、
今
か
ら
約
50
年

前
の
高
校
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
訳
で

す
。
約
30
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、

何
故
か
高
校
時
代
の
自
分
と
勝
負
す
る
か
の

如
く
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
ペ
ダ
ル
を
必
死
に
こ

ぎ
続
け
、
結
局
、
自
転
車
を
止
め
る
事
無
く
、

隧
道
付
近
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
さ
に
、
達
成
感
に
浸
っ
た
瞬
間
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
真
只
中
、
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
圏
域
内
の
市
長
・
町
長
や
多

く
の
自
転
車
愛
好
家
の
皆
さ
ん
と
地
元
を
自

転
車
で
走
破
し
、
春
の
陽
気
と
高
津
川
周
辺

の
景
色
を
満
喫
す
る
こ
と
の
出
来
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
開

催
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
是
非
、
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
私
は
、
ま
た
来
年
、

こ
の
「
坂
折
の
坂
」
に
挑
戦
す
る
ぞ
！

ゴール後の集合写真 (大蛇ヶ池 )

津和野町長からタスキの受け渡し

(道の駅かきのきむら )

＜現在の「坂折の坂」＞
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お知らせ
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無人ヘリコプターによる水稲等の防除作業の実施について

　今年も吉賀町農業公社が、山陽薬品（株）に再委託し、無人ヘリコプターによる水稲及び大豆の防除作業を行います。

　＜注意事項＞

　　①　水田近くの家屋では、散布中は窓を閉めてください。また、洗濯物は屋内に入れてください。

　　②　散布中は散布区域内へ立ち入らないでください。

　　③　雨天、強風等により散布日を順延する場合があります。

　　※なお、具体的な日程や場所、概ねの散布予定時刻につきましては、作業前日、告知放送でお知らせいたします。

　＜実施時期＞

　　水稲：７月中旬から８月下旬　　　大豆：８月中下旬

　＜使用農薬＞

　　水稲：キラップフロアブル（主要成分：エチプロール１０％）８倍水和剤、カスミン液剤（主要成分：カスガマイシ

　　　　　ン２％）８倍水和剤の２種混合水和剤

　　大豆：トレボンエアー（主要成分：エトフェンプロックス１０％）８倍、トップジンＭゾル（主要成分：チオファネー

　　　　　トメチル４０％）５倍の２種混合水和剤

　＜問合せ先＞吉賀町農業公社　☎７７－１３３２

吉賀町日本語教室開催・学習支援ボランティアを募集します！

　吉賀町に住む外国人住民を対象に日本語教室を開催します。教室では講師の方が用意した教材で対話（コミュニケーショ

ン）の力をつけることをメインに、「つながる力」を養っていきます。そこで、外国人の学習支援及び講師の補助をして

いただけるボランティアの方を募集します。参加出来る範囲で構いません。専門知識などは不要です。どなたでも大歓迎

です！

開催日・場所 蔵木公民館（蔵木会場） 基幹集落センター（六日市会場） 七日市公民館（七日市会場）

毎月第２日曜日 １０：００～１１：３０ １３：３０～１５：００ １６：００～１７：３０

《７・８・９月の予定》７月１２日（日）　８月９日（日）　９月１３日（日）

【問合せ先】税務住民課　☎０８５６‐７７‐１１１３　jyumin@town.yoshika.lg.jp

お知らせ
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特設人権相談所の開設について

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を受けます。相談は無料で秘密は守ります。予約は不要です。お困りのこ

とがありましたら、ご相談ください。

【日時・会場】７月１７日（金）９：００～１２：００　吉賀町福祉センター

益田人権擁護委員協議会／松江地方法務局益田支局　☎０８５６‐２２‐０４２９

行政相談所開設について

　吉賀町の行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意見・要望等を受け付け、その解決のための助言や関係機

関に対する通知等を行います。相談は無料です。お気軽にお越しください。

【日時】令和８年７月１０日（金）午前１０時～正午まで

【場所】吉賀町ふれあい会館（吉賀町柿木５００‐１）

海の事件・事故は１１８番 ～海で安全に楽しむために～

海上保安庁では遊泳をはじめ、魚釣りや船に乗る時もライフジャケット着用を呼び掛けています。

　【遊泳】

　　・同行者から目を離さない　　・ライフジャケットの着用　

　　・遊泳区域以外で泳がない　　・体調不良時や飲酒後は海に入らない

　【釣り】

　　・家族や友人に行先と帰宅予定時間を伝えておく　　　　・ライフジャケットの着用

　　・防水パック入りの携帯電話・スマートフォンを持参　　・立入禁止区域や消波ブロックには立ち入らない

　【小型船舶】

　　・ライフジャケットの着用・法令の遵守　　・出航前に『機関の点検』『残燃料の確認』『船体の確認』を行う

　　・常時適切な見張り　　　　　　　　　　　・携帯電話・スマートフォンを防水パックに入れて持ち運ぶ

　天候や海が少しでも荒れていたら、無理をせずに取りやめましょう。

　※各レジャーの注意事項の詳細は、ウォーターセーフティガイドに掲載しています。

　　海で安全に楽しむために、ご活用下さい。

　【問合せ先】第八管区海上保安本部　浜田海上保安部 交通課　☎０８５５‐２７‐０７７２

吉賀町有機農産物独自認証制度説明会を行います

　令和８年度より、「食の安全に配慮した農産物を消費者へ安定的に提供することで、持続可能な農業を確立する」こと

を目的として、吉賀町の農産物独自認証制度を開始します。

　本制度の対象となるのは、化学的に合成された肥料及び農薬の使用を避けることを基本とし、農業生産における環境へ

の負荷をできる限り低減した栽培管理方法を採用したほ場で生産された農産物です。認証を受けた農産物は、認証基準に

応じた表示シールを貼付することで、安全性や栽培への取組みを販売時にＰＲすることができます。

　このたび、本制度の申請方法や認証基準等に関する説明会を下記の日程で開催します。生産者の皆様にはぜひご参加い

ただきますようお願いいたします。

　〇令和８年７月１３日（月）１４時～　六日市基幹集落センター

　〇令和８年７月１５日（水）１４時～　吉賀町柿木ふれあい会館

　　※両日とも同様の内容になります。

お知らせ
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「海上保安官になろう」

　令和９年４月入校の海上保安官 (国家公務員 )養成の学生採用試験を行います。

　【海上保安学校学生採用試験】

　　受付期間 ７月１０日～７月２３日　　　一次試験 ９月２７日 (日 )

　【海上保安大学校学生採用試験】

　　受付期間 ８月２０日～９月７日　　　　一次試験 １０月２４日（土）２５日 (日 )の二日間

　試験地 米子市、広島市ほか　　　受験料なし、在学中給与支給

　詳しくは人事院又は海上保安庁ホームページをご確認ください。

　問い合わせ先 浜田海上保安部管理課（０８５５－２７－０７７０）

司法書士無料法律相談について

　遺産相続、遺言、不動産売買、名義変更、お金の貸し借り、ローンの返済、裁判、調停、成年後見等高齢者の財産管理、

悪質商法など、さまざまな法律相談に応じます。相続登記でお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

【電話相談】※随時受付

　連 絡 先：☎０８５２－６０－９２１１

　受付期間：月・火・木　正午～午後３時まで

【面談相談】※完全予約制

　日　　時：７月１６日（木）午後１時～午後５時まで

　面談場所：益田市人権センターあすなろ館（益田市須子町３－１）

　予約方法：電話相談と同じ連絡先に電話して予約を行ってください。

令和８年度広島広域都市圏合同公務員就職フェアの開催

　広島広域都市圏合同公務員就職フェアに吉賀町が参加します。吉賀町役場に就職をお考えの方、公務職にご興味のある

方は、お気軽にご参加ください！また、ご親戚、ご友人にも是非お声がけください！

　【日時】令和８年８月２日（日）正午～午後４時（予定）

　【会場】広島市総合福祉センター　広島県広島市南区松原町５番１号（ＢＩＧ　ＦＲＯＮＴひろしま５階ホールＡＢＣ）

　【内容】〇市町別魅力発信ブース　〇公務員試験対策についての講演　〇若手職員によるトークセッション等（予定）

　詳細は、吉賀町役場総務課までお問い合わせください。

令和８年度に二十歳を迎えられる皆様へ

【日程】令和８年８月１５日（土）　午前１０時頃開始・正午終了（予定）

【会場】吉賀町六日市基幹集落センター

【対象】平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生まれ、かつ下記①・②のいずれかに該当する方

　　　　①令和８年６月１日時点で吉賀町に住民票がある方　②町内小中学校または吉賀高等学校在学経験者

【お申込みが必要な方】令和８年６月１日時点で、吉賀町に住民票がない方。

【お申込み期限】令和８年７月２２日（水）

【お問合せ先】吉賀町教育委員会（担当：中林）　☎７７‐１２８５

申込用

二次元バーコード

お知らせ
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令和８年度吉賀町いきいき健康吉賀町民表彰候補者を募集します

　吉賀町では、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者で、町民の目標、模範となると認められる方に対して

敬意を表し、その健康と長寿を祝うとともに、町民の健康増進に寄与することを目的として表彰をしています。

　【表彰の対象者】令和８年９月１日（以下「基準日」という）において、次の（１）～（６）のすべてに該当する方

　　　（１）　基準日前１年間において吉賀町に在住していること

　　　（２）　令和８年４月１日現在において満８５歳以上であること

　　　（３）　基準日前１年以内に９０日を超える長期入院をしていないこと

　　　（４）　地域とのかかわりを持ちながら生活していること

　　　（５）　健康であることを自他ともに認める者

　　　（６）　吉賀町民２名の推薦者が有ること

　【申込方法】

　　保健福祉課または柿木地域振興室にあります、「吉賀町いきいき健康吉賀町民表彰推薦書」をご提出ください。

　【募集期間】７月 1日（水）～７月３１日（金）

　【問合せ先】吉賀町健康づくり推進協議会事務局　吉賀町役場　保健福祉課　保健師　☎７７‐１１６５

リサイクルプラザ工房　体験教室募集

　【日　時】（７月）１１、１８、２５日　　（８月）８、１５、２２日　　（９月）１２、１９、２６日

　　　　　　各日９：００～１１：４５

　【内　容】ガラスフュージョン：ガラスの破片を使用してペンダント、ブローチ、置物など

　　　　　 裂き織り：古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンターなど

　　　　　 いろいろなエコバック：傘布、カレンダーなど工房で用意しています

　【問合せ】鹿足郡不燃物処理組合　☎７７‐１６０１

お知らせ

島根県要約筆記者養成講習会　受講生募集

　【開催期間】令和８年８月２９日（土）　～　令和９年１０月末日（予定）

　【会　　場】益田市障害者福祉センター　あゆみの里（益田市横田町２０８７番地１）

　【対 象 者】島根県在住の１８歳以上で、障がい者福祉に理解のある方。講習会終了後、「全国統一要約筆記者認定試験」

　　　　　　 を受験し、島根県意思疎通支援者（要約筆記者）として活動できる方。

　【申込締切】８月１２日（水）

　【問合せ先】益田市障害者福祉センターあゆみの里 手話通訳事業　☎０８５６‐３１‐５１００
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況５月≫

●貸出総数　２６７７冊

●貸出人数　　３６５人

●来館者数　　４６０人

[７月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・７／２９（水）図書整理のため休館。

地域の公民館に返却ポストがあります。ご利用ください。

【としょかんシネマのご案内】
　７月３日（金）・４日（土）、ＤＶＤ上映会をいたします。どちらも午前・午後の２回上映します。

　詳細は以下の通りです。たくさんの皆様のご来館をお待ちしています。

　　＜日　　時＞７月３日・４日　午前１０時から、及び午後１時３０分から開始（７７分上映）

　　＜場　　所＞吉賀町立図書館　多目的室　　鑑賞料は無料です。

　　＜上映作品＞「梅切らぬバカ」　出演者：加賀まりこ、塚地武雅　ほか

　　　　　　　　高齢の母と自閉症を抱える息子がともに暮らす日々を加賀まりこさんと塚地武雅さんの出演で描かれた

　　　　　　　　ドラマです。

吉賀町立図書館

柿木公民館

３つの星、こと座のベガ（織女星）とわし座のアルタイル（牽牛星）、はくちょう座のデネブは「夏の大三角形」と呼ばれ７月、

上旬は東の空に見えます。７月７日七夕、天の川に隔てられた２つの星のロマンス。一年に一度だけ七夕の日に会うこと

が許されたという星伝説。笹竹に願い事を書いた五色の短冊や飾りをつるしていました。翌日笹竹は川に流したりしてい

ました。七夕の夜、星を眺めながら、思いをはせませんか？

【今月の本の紹介】
　いまどきの新書　　　　永江　朗

　朝の連続小説　　　　　杉山　亮

　自分に向き合う力　　　新田　育子

　仏の発見　　　　　　　五木　寛之

　君ならできる　　　　　小出　義雄

　せきれい　　　　　　　庄野　潤三

　共生虫　　　　　　　　村上　龍

　血と聖　　　　　　　　坂東　眞砂子

　迷子のままで　　　　　天童　荒太

　行きつ戻りつ　　　　　乃南　アサ

　リメイク！　　　　　　あさだ　りん

　はじめまして　　　　　五味　太郎

　ふしぎなたまご　　　　たかし　よいち

　ん　　　　　　　　　　長田　弘　

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【島根県立図書館の図書交換】
　５月下旬に島根県立図書館の図書を入れ替えました。一般図書と児童図書を合わせて約５百冊です。利用者の方に人気

　のコーナーです。一般書は受付前の書架に並び、児童図書は児童コーナーの絵本書架の辺りに並べています。

　ぜひご覧ください。

※県立図書館の本「私たちのケーキのわけかた」の本が未返却です。

　心当たりの方、連絡お願いします。
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　《
寄
稿
》

花
ま
つ
り
（
仏
生
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

今
年
も
広
石
薬
師
（
瑠
璃
光
山
東
光
寺
）
の

花
ま
つ
り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら

小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
、
昼
頃
に
は
本
格
的
な
降
り

と
な
っ
て
最
悪
の
天
気
と
は
な
り
ま
し
た
が
多

く
の
方
々
が
参
詣
に
来
て
頂
き
ま
し
て
、
世
話

人
一
同
が
朝
か
ら
心
配
し
て
い
た
人
数
を
上
回

る
人
数
が
来
ら
れ
て
胸
を
な
で
下
し
た
次
第
で

す
。

　

花
ま
つ
り
の
お
接
待
は
昔
か
ら
御
赤
飯
と
お

菓
子
と
決
っ
て
い
る
よ
う
で
、
今
も
続
い
て
い

ま
す
。
（
参
詣
者
全
員
に
渡
す
の
で
す
）
そ
し
て

花
御
堂
の
浴
仏
盆
の
中
の
釈
迦
像
に
甘
茶
を
か

け
て
甘
茶
を
頂
く
と
い
う
の
が
通
例
の
参
詣
の

姿
で
す
。
甘
茶
の
木
の
葉
っ
ぱ
を
乾
燥
さ
せ
て

煮
出
し
て
飲
む
…
。
ほ
ん
の
り
と
甘
く
独
得
の

香
り
の
す
る
飲
み
物
で
す
。
何
故
、
お
釈
迦
様

の
像
へ
掛
け
る
の
か
と
言
え
ば
一
説
に
、
お
釈

迦
様
の
誕
生
の
時
に
、
甘
茶
の
雨
が
降
っ
た
と

伝
え
ら
れ
、
多
分
こ
の
こ
と
が
今
の
花
ま
つ
り

の
風
習
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

御
真
言
（
呪
文
）
は
、「
オ
ン
コ
ロ
コ
ロ
…
セ
ン

ダ
リ
…
マ
ク
オ
ギ
リ
ソ
ワ
カ
」
で
す
。
意
味
は

勉
強
不
足
で
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
諸
々
の

障
害
が
取
り
掃
わ
れ
、
種
々
の
功
徳
を
受
け
る

と
言
わ
れ
て
い
て
、
手
を
合
わ
せ
唱
え
ま
す
。

　

私
等
の
子
ど
も
の
頃
は
境
内
で
子
ど
も
相
撲

が
土
地
の
青
年
グ
ル
ー
プ
の
主
催
で
開
か
れ
、

参
道
に
は
露
店
も
数
軒
出
て
近
郊
近
在
か
ら
の

多
く
の
参
詣
者
で
一
日
中
賑
わ
っ
て
い
た
も
の

で
す
。

　

又
、
寺
の
縁
起
の
中
に
…
近
辺
で
発
生
し
た

火
災
に
よ
り
薬
師
堂
も
火
に
包
ま
れ
た
時
、
近

所
の
農
夫
に
背
中
に
乗
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
と

そ
の
背
に
飛
び
乗
り
難
を
の
が
れ
た
と
有
り
ま

す
。
そ
の
時
の
傷
が
今
も
薬
師
如
来
像
に
残
っ

て
い
ま
す
。
全
身
は
黒
く
す
す
け
、
膝
の
所
に

も
火
傷
の
跡
ら
し
き
も
の
も
見
て
と
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
あ
る
広
石
薬
師
（
瑠
璃
光
山

東
光
寺
）
の
仏
生
会
を
今
後
も
ず
っ
と
残
し
て

い
か
ね
ば
と
強
く
思
っ
た
一
日
に
な
り
ま
し

た
。

　《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

か
つ
て
の
徳
川
幕
府
幕
末
終
焉
に
伴
ふ
廃
藩

置
県
あ
る
い
は
明
治
文
明
開
化
時
は
時
あ
た
か

も
文
化
史
一
端
を
し
て
も
後
々
の
世
迄
に
大
響

残
存
の
時
節
折
柄
本
町
に
お
い
て
も
種
々
多
様

に
渡
り
郷
土
先
人
達
の
立
派
な
る
文
芸
書
綴
り

を
こ
こ
に
鑑
み
る
に
至
れ
り
。

　

数
多
有
る
中
是
等
一
つ
の
内
に
「
吉
賀
和
歌

集
全
参
巻
」
に
よ
れ
ば
前
述
の
幕
末
・
明
治
初

頭
に
か
け
て
實
に
四
十
余
命
な
る
歌
人
が
本
町

吉
賀
に
實
存
す
。

　

此
の
内
中
で
も
此
の
期
郷
土
の
名
医
と
し
て

其
の
名
を
当
節
浮
世
に
馳
せ
し
か
の
有
名
な
る

「
三
宅
雄
仙
」
を
始
め
と
す
る
「
武
内
永
晁
」・

「
佐
々
木
綱
久
」
更
に
「
斎
藤
央
通
」
等
々
…
ら

の
先
達
者
等
…
。
此
の
期
大
和
国
日
本
は
周
知

の
如
く
内
外
共
々
に
幕
末
の
大
動
乱
期
…
に
も

か
か
わ
ら
ず
然
し
て
此
の
世
情
幕
藩
体
制
化
の

下
、
吉
賀
上
・
中
・
下
領
一
般
庶
民
各
々
方
は
、

其
の
瞬
時
を
も
憩
い
つ
つ
憂
い
共
々
に
和
歌
を

郎
々
吟
じ
て
互
い
に
嗜
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
現

今
と
し
て
は
、
何
を
隠
そ
う
総
じ
て
是
は
郷
土

の
一
つ
の
誇
り
と
考
察
も
す
。
然
る
に
其
の
内

容
た
る
は
通
常
の
春
夏
秋
冬
季
節
の
歌
、
又
、

恋
慕
他
は
諸
々
情
景
等
極
め
て
多
種
と
相
成
り

至
っ
て
是
等
多
吟
の
中
よ
り
其
の
幾
か
を
次
に

紹
介
す
。

◎
問
ふ
人
も
無
き
寂
し
き
我
が
宿
は

　
　

友
も
懐
か
し
く
思
わ
ざ
り
け
り

◎
月
影
は
斯
く
も
さ
や
け
き
秋
の
野
に

　
　

何
を
寂
し
く
虫
の
鳴
く
ら
む

◎
春
霞
か
す
み
し
成
り
の
瀧
の
瀬
も

　
　

い
と
し
君
は
と
聲
ぞ
う
つ
ら
む

　《
俳
句
》

目
覚
め
よ
し
新
茶
の
香
り
満
ち
満
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

上
り
鮎
水
の
日
向
を
走
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

二
万
匹
の
お
玉
杓
子
跣
で
そ
ろ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

卯
の
花
や
リ
ハ
ビ
リ
室
で
習
字
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

麦
秋
や
一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

か
ん
ば
せ
に
新
樹
明
り
や
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

病
む
ひ
と
へ
梅
花
空
木
の
一
枝
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

美
智
子

ちょうみんひろば

盛
太
ヶ
岳
が
影
絵
の
や
う
に
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

落
ち
つ
け
よ
良
い
か
悪
い
か
深
呼
吸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

ピ
ン
ク
ム
ー
ン
晴
れ
て
も
や
ま
ぬ
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

雨
風
に
負
け
ず
育
て
よ
早
苗
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

五
月
雨
や
生
き
も
の
皆
ん
な
恵
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　
《
川
柳
》

苦
も
楽
も
飲
ん
で
忘
れ
て
つ
つ
が
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

緑
深
し
つ
ば
め
巣
ア
ラ
シ
今
日
も
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

ど
う
し
ょ
う
も
無
い
延
び
た
輪
ゴ
ム
と
高
物
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

猿
の
や
つ
収
穫
前
の
ジ
ャ
ガ
い
も
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

蛙
大
合
唱
街
の
人
に
は
騒
音
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

Ａ
Ｉ
に
頼
り
す
ぎ
る
と
間
違
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

歳
取
れ
ば
セ
ル
フ
レ
ジ
が
お
っ
く
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

辛
い
な
ぁ
帯
状
疱
疹
や
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

五
月
晴
れ
お
布
団
干
し
て
ふ
か
ふ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

や
さ
し
さ
に
触
れ
て
心
の
溝
を
埋
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子
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ちょうみんひろば

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
５
月
届
出
）

　

鶴
永　

薫　
　
　
　

さ
ん　

82
歳　
　

田
野
原

　

城
市　

貞
子　
　
　

さ
ん　

94
歳　
　

木
部
谷

　

尾
眞
田　

キ
ヨ
子　

さ
ん　

92
歳　
　

立
河
内

　

河
野　

恭
子　
　
　

さ
ん　

95
歳　
　

七
日
市

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
５
月
届
出
）

　

内
藤　

海
聖
（
う
み
）
さ
ん

　
　
　
　
　

睦
弥
・
沙
百
合
さ
ん
の
子　

樋
口

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り

　

ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

　

を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、

　

原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

絶
対
に
焼
か
ぬ
と
日
傘
サ
ン
オ
イ
ル

　

無
駄
だ
と
娘
の
顔
が
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

友
か
ら
頂
い
た
新
茶
嬉
し
く
て

　

香
り
楽
し
む
老
い
の
昼
下
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 5月 31 日現在）
　人口　5,331 人 (-18)　　男　2,580 人（-11）　　女　2,751 人（-7）　　世帯数　2,889 世帯（-10）

一
歳
も
食
後
の
乳
は
別
腹
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

健
全
化
ス
マ
ホ
依
存
阻
害
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

我
が
母
と
同
じ
仕
草
に
コ
ピ
ー
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

風
に
乗
り
気
ま
ま
に
揺
れ
る
逆
さ
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

ウ
イ
ル
ス
が
人
間
界
に
忍
び
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

色
ベ
ッ
チ
ン
今
は
昔
の
物
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ

半
袖
か
長
袖
か
で
悩
む
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内　

さ
く
ら

　《
短
歌
》

告
げ
ら
れ
し
母
の
余
命
を
受
け
と
め
て

　

見
守
る
の
み
と
つ
ぶ
や
く
友
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

幹
黒
く
枝
も
切
ら
れ
し
老
大
樹

　

小
学
校
の
桜
咲
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

思
ひ
わ
び
さ
て
今
は
た
だ
ひ
と
ゆ
え
に

　

恋
し
か
る
ら
む
夜
半
の
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

風
薫
る
今
日
の
佳
き
日
の
御
田
植
え
祭

　

そ
よ
ぐ
早
苗
に
稔
り
豊
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好

朝
顔
の
種
戴
き
ぬ
三
粒
程

　

日
向
ぼ
こ
平
凡
な
川
ど
う
ら
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ
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